
第１回 中央区地域ケア研究集会 次第 

平成 24 年 2 月 4 日午後 2 時～5 時 

※敬称略 

2：00 開会 ご挨拶 大阪市南医師会 会長 松本 淳 

2：10 講演「たんの吸引と経管栄養など医療的ケアについて」 

講師：大阪府福祉部高齢介護室居宅事業者課 総括主査 角田龍哉 

2：40 「大阪市中央区認知症早期相談窓口医のご紹介」パンフレットについて 

 COCO ネットちゅうおう（中央区認知症支援ネットワーク） 

2：45 休憩  

2：50 事例発表 

 座長 安田クリニック    安田先生 

大阪市中央訪問看護ステーション 管理者 栄木教子 

 

 「医療処置（CV ポート管理）のある認知症高齢者を多職種連携で支える 

～訪問看護の立場から～」 

 中央区訪問看護･訪問看護事業者連絡会 

   大阪市中央訪問看護ステーション 守山ひとみ 

 

 「要介護５･脳性まひで椎弓拡大術を受けた聾の方を多職種連携で支援、 

シニアカーで外出できるまでに回復した事例」 

中央区居宅介護支援事業者連絡会 大阪ろうあ会館 中岡正人 

 
 休憩 
 

 「最期までリハビリを望む進行性疾患の事例から学ぶ～自尊心によりそって～」 

 中央区訪問介護･訪問看護事業者連絡会 

   訪問看護ステーションはーとらんど 理学療法士 藤田祐介 

 

 「在宅ケアへの挑戦～吸引･胃ろう管理の必要な 40 代の 

舞踏病の方を多職種連携で支える～」 

中央区通所介護事業者連絡会 デイサービスたのしい家ときわ 廣中作苗 

 

 「５事例をとおして、在宅での胃ろうの適応を現場から考える」 

大阪市南医師会 松本内科クリニック 院長 松本淳 

 

4：45 グループワーク 

5：00 閉会 ご挨拶 大阪市東医師会 会長 増田國次 


